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研究例会報告
一四
六
「李朝建初期
に於け
る仏教
の性
格に
つい
て」
(九月
二十
七日
)研究員
高津
発表者
は
「大越史記全書」
(東洋文庫蔵因
子監
蔵版
・東
洋文庫蔵金永鍵蔵
版)
「越史容」
(守山閣議室
百版
・叢
書集成版
・皇朝藩属与
地議書版)
「安南
史略」
(北京大学蔵本写真版
・静
嘉堂文庫蔵版
・内
閣文庫蔵版
・上海楽善
堂刊版〉
「大越史記」
(呉時仕註)
「欽定越
史通鑑網
目」
の諸
史料に表わ
れ
たる仏
教に関
する
記事を
比較
・考
証した。
そ
の上で
同記事を造寺
・度
僧・
鋳鐘
・乞経迎
経・
そ
の他
に分
類し、
史料特性
を報
告した。
付
李朝建初期
に於け
る造
寺は順
天元
年
(一
O一
O)
に天
徳府
八所に建
寺
の詔
が下り銭
二
万締
が発せ
られ
、翌順天
三年
(一
O一
一)
まで
に興天
御寺
・万歳
寺を域
内
に、勝
厳寺
・天
王寺・錦
衣寺
・龍
興寺
・聖寿寺を城
外
に起寺
・建
寺し
てい
る。順
天七
年(
一O
一六
)
には天
光
・天徳
の二
寺を
起こ
し、
順天十五年
(一
O二
四)
には
真
教禅寺
を造
って
いる
。以上十寺が
李朝建初
期に
於い
て
中央に建
てら
れた寺
院で
あり、
順天元
年
・二
年の宗
廟
・社稜も
立たざ
る時
期に七寺
が集
中的に建
寺さ
れている
。
かかる
中央
に於け
る官
寺
の建
造の
後、
天成
四年
(一
O
三一)
には郷
巴凡そ百五
十所に寺
観を造
って
いる
。以
上よ
り全
国に及ぶ官
寺的性格を
持
った
寺観が創出
された
ことを
知り
得る
。
(二)
李朝建初期
における度
僧は、
順天元
年
に
「度百姓
為僧」
の記
事が観ら
れ、
次い
で順
天七年
(一
Oニ
ハ)
に京師で
千余人を僧
道と
為
し、
さらに
三
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年後
の順天十
年(
一O
一九
)
にも
天下
の民を度し
て僧と
なし
たこ
とが知
ら
れる。
その
一方で
私度僧を
厳禁
し
ている
こと
から、
同時
期に於け
る仏教教
茂
団の
国家管理
の姿
勢を
窺い得
る。
同
付の
造寺
・起寺
に伴
い、
順天元
年に
は銀一
千六百八十
両を
発し
て大
教寺
に洪鐘
を鋳し、
順天五年
(一
O一
四)
秋九
月には金三百
両を、
冬十
月に
は銀八百
両を発し
て鐘
を鋳し
ている
。
伺
李朝建初期
に於け
る乞経迎経
は、
もっ
ぱら宋から
のもの
で、
順天九年
(一
O一
八)
に三
蔵経を乞
い二
年
後の順
天十
一年
(一
O二O
)
に同
経を得、
また
願天十
四年
(一
O一
一一ニ)
と順
天十
八年
(一
O二七
)
には三
蔵経を書写
すべ
き詔が降
さ
れて
いる
。制
その
他寺観
の重
修に
つい
ては、順
天元
年に、
諸郷邑
に寺
観を所有し
てお
り、
己に額附設し
ている
もの
は悉
くこ
れを重
修
せ
しめ
ている
。また諸
路寺観
に於
いて
拐厳・
法華経
等の種々
の経
典が読唱さ
れた
こと
が呉
時仕
の
「大越史記」
への
割註
より知
られる。
以上玉項目を踏まえ、
発表
者は、
李朝建初
期に於け
る仏
教は
、順ノ
天元
年
に造寺
・度
僧・
鋳鐘
の方
針が出さ
れ、
順天元
年
・同
二年の
二年
間にほぼ
中
央に於け
る官
寺が
創出さ
れ、
順天
玉年には鋳
鐙を、
順天七
年から順
天十年
には度
僧を専ら
と
し、
さらに順
天十
一年か
ら順天十八
年
に渡
って経
典を迎
えて
仏法の修
得に努め
たこ
とが
知ら
れ
るとした。
このよ
うな
容器
としての
寺院
・装
飾と
しての
鏡
・そ
こに
集う僧
・学
ぶべ
き教理
の順に計
画的
に創り
出さ
れた李
朝建初
期の中
央に
於け
る仏
教は、
天成元
年
(一
O二
八)
に僧
道
階品が
置か
れて
国家体
制の中
に組
み込まれ、
二年後の
天成
四年に諸
郷邑百
五十
所
へ敷街
された
ことを
知り得
る。
以上
のこ
とから
発表
者は、
李朝建初
期に於け
る仏
教が国
家に
よる仏
教興
隆の方
針の下で、
個々
人
の信
仰
・悟
り
-救
済を
目的
とする
より
、僧侶
に高
速な
教理を究め
しめ
、徳行を
修め
るた
一四
七
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めに
功徳
と読
経の
呪術的効
力により
、国家を鎮
護するも
のと
し
ての
性格を
帯び
てい
たこ
とを
結論占つ
けた。
力
な
手
四
入
の治達
す
「韓国南部
の農村調査から」
l l
スラ
イド使
用!i
(十
二月
十三日
)研究員
高橋統
一
研究員
松本誠
宮座研究
の
一環
として
、韓国
の地域神祭組組
織
の形
態
・特
質
について
資
料を得る
こと
を主な目
標
として
、
八月
二十
五日から
九月
四日
ま
での
十一
日
問、
報告者
両名は
韓国国
立全南大学校湖南文化研究所
(所長
池春相
博士)
の協
力に
より
全南
地方を中心
に旅
行し、若
干の
調査と資
料
収集を
行な
った
。
釜山に
一泊
して翌
日光
州に入り、
池教
授と相
談の上
、光州
での
日程を定
める。
二十
七日
、光山
郡O里
(五十四
年五月
十二
日の
研究例会
で報
告
(松
本)
を再
訪し、
その
後の変
化状況
や新た
な項目に
つい
て聴
取し
、堂山
(祭場)
や民
家、
村落景観
など写
真撮
影した。
同夜、
全南大
の朴光淳教授
に会
い全
南地方
の
「漁業共同体」
につい
て御教示
を賜
った
。
二十
八日は長
城郡
Y里
(本年報
に報
告)
を再
訪し、
補充調査
を行な
った
。
二十
九日、
全
南大
に湖南文化研究
所を訪
問し、
池所長と
農村社会学者
の崖
在律教授
に会
ぃ、
郷契
など村
落協同
体における自
治組織や
形態機
能に
つき説明を受け、
日本
の宮座や契
約講と
の比較考
察に関し討
議、
意見交
換を行な
った
。
一二十
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日、
先日来
の集中豪
雨のた
め予
定し
てい
た島に行
くことができ
ず、
道路状
況の良い麗
水に池
所長の案
内で赴
き、
別の島
に渡る
ことを
期し
てそこ
で天
侠回復を待
った
が果せ
なか
った
。翌日光
州に戻
り、
国立光
州博物館、
良洞
市場
を見て歩
く。
大田を経由し
て、
九月
二日
ソウル
に入り
、民俗学者
の張
蕎根教授
(京畿
大)
、
翌三日
に李
社鉱教授
(ソ
ウル大
)
に会
い、
宮座
と韓
国の
部落祭祭把
組織
の比
較に関し
て有
益な示
唆を賜
った
。体調
をくずし
たこ
ともあり、
ま
たほ
ぼ予
定も終
えた
ので
日程をくり
上げ
て、
四日
夕刻成田
に帰
着。
以上
の
成果を
スラ
イドを用
い報
告
した。
四
九
調査
・研究活動
調査
・研究
活動
近代日本に
おける
「ア
ジ
ア観
」
と
「世界
観」
の研究
期間
月十六
J二
十
日
出張者
針生清人
研究員
①同
志社大学
附属図書館
、人文
科学研究所図書
室、
文学部資料
室、
②立
ける
Mア
ジ
ア観d
と
H世界観ρ
の研
究」
のために
必要な
資料
の閲覧及
びコ
ピi
、新資料探索
を行
った
。
第六回国際
ヨ
ガ指
導者協
会総
会・第一
回国際
総合
ヨガ
世界大会参加報告
所長
恩田
昭和
五五
年三月
二十
七日
より四
月
一日
ま
で宇
治市青少年文化研修道場
で
開
かれた
雪r
H・
同吋
・〉
の自白色
一云2t
HHm
(第
六回
国際
ヨガ指
導者協会
に参
加し、
三月三十日に
EN
BB
巾門日比三日。P
出可℃ロcmU
白ロ門目
。吋巾阻止三々
.w
(禅
〈膜想〉、
催眠
と創
造性)
につい
て講
演を
行った
。
この大
会で
は世
界
各国
の
ヨi
ガの
指導者が
参加
し、東洋文化
の伝
統をも
っョ
lガと
禅
につい
て相
互に
研究発
表し、
実技
を紹
介し
、交流
を
はか
った
。参加
者は約八00
名、
このう
ち外国人
は約
一五O
名
ほどで
あった
。
次に特に印
象的
であった
のは
、
イン
ドの
ヨl
ガの
指導者
である
ω当回目印
五
。
∞三岳山岳
E
ロ 門目白師
に会
いその
高い人
格に
ふれた
ことだ。
彼
は
「ヨl
ガの
目的が身
体
を通し
て心
を
コン
トロー
ルし
、心を安
静に
する
ことであ
る。
中
道が大
切で、
極端
に走る
こと
はいけ
ない。
心は
自己を写
す鏡である。
ヨー
ガの
行により、
心を純
粋に
して
平静に
すると
、自己
の真の姿
がわかる
」と
述べ
て
いる
。
またイ
ンドの
ω・
同)・
ω・
守gm日
師のす
ぐれた
ハタ
ヨガの
高
度に洗
練さ
れた実
技を見た
こと
だ。
日本
の代表的指導者と
しては
、沖正弘
 
ヨl
ガをひろ
く
まとめ
て総
合ヨ
lガ
を説
いている
。またこ
の会 場の
理事
長で
黄山東宗
の師
家である
村瀬玄妙師が
、禅の
心と題し
て
「自分
しかで
きな
い生活を表現し
てい
くの
が禅
であ
り、
ヨl
ガで
ある。
禅は
創造
であ
り、
工夫で
ある。
人生と
は愛
す
るこ
とだ、
愛す
る
ことは
許すことだ、
許す
とは
許される
ことを知る
ことだ
。」と
述べ
られた
ことが印
象的
であ
った
。
ωanFESSE
師、
々gmR
師、
沖師
一二人に
よるパ
ネル
デイスカ
ツシ
彰
ヨン
で、
ヨl
ガ
の指 導では、
個人差
に応じ
て指
導し
て、
徐々
に引き
上げて
いくこ
とが大
切だ
。身体を安
定さ
せ、
それから精神を安
定さ
せ、さ
らに
精
神を高
い段
階に高め
てい
くこと
だ。」
と述べ
られた
ことは
注目す
べきこと
であ
った
。
なお学
術研究
の講
演で
は、
本山博
氏の
ヨl
ガ
の生
理心理
学的研
究、
川畑愛
義氏
の慎
想と医
学
、山崎正氏
の禅
、
ヨl
ガの
生理心理学
など
の
報告が
あ
った
。山崎氏
は
「禅と
ヨl
ガを比
較し
て、何れも
悟りと解
脱を
う
るこ
とを目
的と
する、
が、
ヨl
ガはこ
の目
的達
成のため
に合理的
な方法を
と
り、
初心者
でも段階を進
めて
容易に目
的に到
達せ
しめる。
しかし
禅は直
観
的で
.解脱
をうるやり
方を教
えて
くれな
い。
ヨl
ガも
禅も、
サマ1
デイ
の
段階
になると
、神秘主義
的に
なり説
明でき
ない
」
と述べ
てい
た。
この
点
、
ヨl
ガは
禅と
くらべ
て調
身、
調息‘
調心
の過程が
段階的
にてい
ねいに
指導
してい
ると思
う。
しか
し悟りをえ
させる
のに
、禅の
方、
がとく
に臨
済的な公
案に
よる
指導法
は、
ヨl
ガよ
り効果
的であると
いう
印象
をえた。
宮康
の社
会人類学的
調査
昨年
に引続き奈良県
生駒郡平
群町福貴
畑にお
いて
、昭和
五十五
年
七月二
十六日か
ら三十
一日
まで、
家族
・親
族お
よび
「宮座
」
の組
織に関
する調
査
を行
った
。
継続
・補充調査
調査員
高橋統
一、清水浩昭、
芳賀正
明、
高尾公矢
、松
本誠
一各研究
員
調査内容
家族
・親族お
よび
「宮座」
の組
織に関
する聴
取り調査を行
った
。
韓国
の村
祭り祭杷組織調査
期間
八月
二十
五日
J九
月四日
調査員
高橋統
一研
究員
、松本誠
一研究員。
韓国南部農
村の村
祭り
(堂
山祭)
の祭
組組
織に関し
て、
全南
地方
の農
村
で若干
の調査を行な
った
。韓国国
立全南大学校附属湖南文化研究所
(所長
池春相教授)
の協
力に
より、
全南光
山郡O
里と同
長城郡
Y里にお
いて
、堂
山祭組織、
村落
の概況、
家族
に
つい
て聴
取を
した。
調査
・研究活動
一方
、池所長を
はじ
め全
南大の朴
光淳
教授、
山佳在律教授
に会
い、漁村、
この
ほか
、
郷約
など
に関し
、
国立光
州博物
有益
な話
をうかが
った
。
ウル大
)、
館、
麗水鎮南館な
どを見
学し
、帰
路ソ
ウルでは
民俗学者
の李
杜鉱教授
(ソ
張需根
教授
(京畿大)
に会
い、
表記
のテ
1マに
関し有
益な
一示唆
を受
けた。
旅行
の内
容に
ついて
は、
十二月
十三
日の研
究例会
で報
告した。
一五
